
 

 

 

 

 

                                                       （   ）は、ふるさと納税充当予算額       

 

 

 当別町道の駅建設事業                                    （142,596,000 円） 

 （当別町道の駅プロモーション事業）（地域商社推進事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 農業１０年ビジョン確立加速化支援事業                       （5,600,000 円） 

  （輪作体系確立支援事業） 

    

 

 

 

 

 

   ふるさと納税推進事業                                    （272,695,000 円）  

    

 

 

 

 

企業立地促進事業                                                       （800,000 円） 

 

 

地域資源を活用した農業活性化事業                                           （900,000 円） 

エネチャレンジ事業                                                   （106,000 円） 

当別町産木質ペレット製造実証事業                                        （545,000 円） 

町内会運営費補助（町内会街路灯 LED 化）                                   （4,921,000 円） 

 

 

   当別町コミュニティバス運行事業                          （9,869,000 円） 

    

 

 

 

 

 当別町では、ふるさと納税制度により、町出身の方や町を応援したいという方より心のこもったご寄
附をいただいております。 

皆様からいただいた寄附金は、個性豊かなまちづくりを推進するための各種事業を展開し、当別町
の更なる発展のために活用しています。 

（１）産業力の強化 

町の食と観光を発信するランドマーク施設として、平成２９年９月に「北

欧の風 道の駅とうべつ」の開業を予定。 

道の駅を「当別の将来を変える起爆剤」として位置づけて、多くの人を

まちに呼び込み、農村と都市の交流人口の拡大、農産物販売を通じた

農業の振興、町内での購買の促進など、経済活動の活発化を目指して

います。 

（２）エネルギー地域分散型都市の形成 

（３）まちに人を呼び込む「定住・交流」の促進 

｢当別町コミュニティバス(当別ふれあいバス)｣を運行し、利便性の高い

地域住民の足を確保します。また、今年度は新たな路線として、道の駅

の開業に伴い、地域公共交通の整備するため「（仮称）西当別道の駅

線」の実証運行を行います。 

野菜の生産拡大に向けたビニールハウスの新規導入支援、農作

業の省力化・低コスト化を図るためのGPSを活用したスマート農業の

推進、輸作体系の確立に必要な収穫機の導入支援等の取組を通じ

て、当別町農業１０年ビジョンが掲げる「儲かる農業」の実現を目指し

ます。 

寄附者に対して当別町の農産物や加工品等の記念品を贈呈すること

で、当別町及び特産品のＰＲと認知度向上につなげます。 

また、寄附者の利便性の向上やプロモーション活動を行い、ふるさと

納税を通じて「当別町の応援者」の増加を図ります。 



 

防災資機材等備蓄事業                                              （1,300,000 円） 

当別町・新篠津村特別区連携プロジェクト事業                                （1,000,000 円） 

北海道医療大学連携推進プロジェクト事業                                  （2,000,000 円） 

交流人口増加推進事業（あそ雪の広場）                                   （1,500,000 円） 

 

 

  

  乳幼児等医療費助成事業                                   （4,521,000 円）   

  

 

 

 

 

  小中一貫教育推進事業                                     （9,616,000 円） 

  

 

 

 

 

 

  放課後児童対策事業（子どもプレイハウスの充実）         （5,500,000 円） 

  

 

 

 

 

小児期インフルエンザ予防接種事業                                     （1,034,000 円） 

母子保健事業（妊産婦健康診査等交通費助成事業）                            （517,000 円） 

当別町奨学金運営協議会負担金                                        （180,000 円） 

小中学校芸術鑑賞事業                                              （500,000 円） 

小中学校英会話指導助手配置事業                                     （4,448,000 円） 

各小学校 ICT 機器購入事業（デジタル教科書）                               （985,000 円） 

土曜日の活用事業                                                 （100,000 円） 

ブックセカンド事業                                                  （96,000 円） 

 

 

町勢要覧発行事業                                             （702,000 円） 

PR グッズ作成事業                                             （351,000 円） 

イメージキャラクター推進事業                                      （1,440,000 円） 

とうべつ玄米リゾット購入及び PR 事業                                 （1,458,000 円） 

美しいまちづくり推進補助                                          （115,000 円） 

軽トラマーケット事業                                             （358,000 円） 

 

（４）未来を担う子どもの育成と町民が幸せに暮らせる社会の形成 

（５）その他の事業 

小中一貫教育初年として、義務教育９年間の学びの連続性を踏まえ

た教育課程による指導のほか、小学校第６学年の中学校登校や中学校

教員の小学校への乗り入れ授業等、児童生徒・教職員の交流を促進し、

「小中一貫教育でめざす人間像」である「社会を背負う、世界にも通用す

る『知・徳・体』を備えた人材」の育成を図ります。 

就労等の理由により家庭に保護者のいない小学生に対し、放課後、長期

休業日等における保育サービスの提供及び学習支援の実施により、児童

の健全育成及び学力向上を図り、子育て支援の充実を図ります。 

医療費助成対象枠を拡充し、通院は課税・非課税の区分を撤廃し小学校就学

前までのほぼ全ての世帯が初診時一部負担のみ、入院は高校卒業まで対象学

齢を引き上げたうえ全額無料とし、医療費を助成することで次代の社会を担う子

どもの健やかな育ちを支援します。 


